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夏
真
っ
盛
り
。
で
も
い
つ
に
な

っ
た
ら
、
マ
ス
ク
な
し
で
外
出
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。
も
し
か

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
…
。

　

暑
い
中
、
子
ど
も
達
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
休
校
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
分
の
学
習
を
進
め
る
た

め
、
夏
休
み
を
短
縮
し
て
、
学
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

夏
休
み
と
言
え
ば
、「
ど
こ
へ

海
水
浴
に
行
こ
う
か
」「
キ
ャ
ン

プ
し
よ
う
」「
花
火
大
会
を
見
に

行
こ
う
」
と
、
家
族
や
親
し
い
友

人
た
ち
と
の
話
も
は
ず
む
と
こ
ろ

で
す
が
、
こ
の
夏
は
、
緊
急
事
態

宣
言
は
解
除
と
な
り
、
経
済
も

徐
々
に
回
り
始
め
た
と
は
い
っ
て

も
、
そ
ん
な
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持

ち
も
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
の

が
、
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

1
9
9
0
年
代
美
し
い
海
を
見

に
、
グ
ア
ム
、
サ
イ
パ
ン
、
シ
ド

ニ
ー
、
オ
ア
フ
島
へ
旅
し
た
こ
と

を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。
地

平
線
に
沈
ん
で
い
く
夕
日
に
は
、

格
別
な
想
い
を
抱
き
ま
し
た
。
地

元
の
方
達
と
の
交
流
も
旅
の
楽
し

さ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

世
界
中
に
広
ま
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し
、
子
育
て

も
終
わ
っ
た
頃
に
ま
た
、
日
本
は

も
ち
ろ
ん
、
海
外
の
美
し
い
海
に

想
い
を
馳
せ
、
旅
し
て
み
る
こ
と

を
励
み
に
日
々
仕
事
や
子
育
て
を

が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

編
集
委
員　
　

高
城　

俊
秀

6 ／21㈰開催
『親子で挑戦・手ごねでパン作り！』より

❖内容 p.16 【募集】 9月公民館講座 ほか
p.17 【募集】こもろシニア教室特別講座 ほか
p.18 『ぼくとわたしの作品』 （千曲小学校）

p.19 『今支館・分館では』 （諸分館・鶴巻分館）
p.20 『みんなの宝物』  （小山敬三美術館／藤村記念館）
p.21 8 月小諸市文化会館スケジュールほか
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内容に関する問い合わせは E-mail でも受付けています。 E-mail  bunka＠city.komoro.nagano.jp

8 月公民館講座のご案内 小諸市文化センター 電話 0267-23-8880／FAX 0267-25-2224
E-mail：bunka@city.komoro.nagano.jp※新型コロナウイルス感染拡大防止のため講座が中止や変更になる場合があります。

夏休み講座

　 中学生の自習教室 
◇開 催 日　 8月 6日㈭・ 7日㈮・12日㈬
◇時 間　 9：00～11：50
◇場 所　第一講義室
◇定 員　中学 3年生20名（先着順）
◇参 加 費　無料
◆申込み期間　 7月20日㈪～ 8月 4日㈫ 

こもろ女性の家　 お料理教室
自家製酵母を使ったパン作り　～ 2回シリーズで完成！～

◇日　　時　 9月 7日㈪
　　　　　　 9：30～12：00
　　　　　　10月 2 日㈮
　　　　　　 9：30～13：00
◇場 所　料理教室
◇定 員　12名 
◇材 料 費　 1回目2,500円／ 2回目2,000円
◆申込み期間　 8月 7日㈮～ 8月18日㈫

こもろ女性の家　 話し方教室
人前で話すことに自信のないあなたに役立つヒントがいっぱい ！

◇開 催 日　 9月14・28日
　　　　　　10月12日㈪
◇時 間　10：00～11：30
◇場 所　視聴覚室
◇定 員　12名
◇参 加 費　無料 

― 講師 ―
コミュニティテレビこもろ
チーフキャスター
後藤　理恵

◆申込み期間　 8月18日㈫～ 8月28日㈮

　 エクセル講座 
～ エクセルで表計算の基礎から数式、関数など便利な使い方まで ～
今回からはインターネットに接続していればどこでも使える
Microsoft Office OnlineのWordを使用します。 

◇開 催 日　 9月 4日㈮・ 8日㈫・11日㈮
◇時 間　10：00～11：30
◇場 所　図書学習室
◇定 員　10名　　◇参 加 費　無料
◆申込み期間　 8月 5日㈬～ 8月18日㈫ 

ノートＰ
Ｃの持込

可能

こもろ女性の家　 ジョイフルストレッチ
～ ストレッチで筋力アップ ～

◇開 催 日　 9月 2・16日
　　　　　　10月 7 ・21日㈬
◇時 間　10：00～11：30
◇場 所　乙女湖体育館
◇定 員　30名
◇参 加 費　無料 
◆申込み期間　 8月 6日㈭～ 8月17日㈪

こもろ女性の家　 スキンケア
お肌の仕組みを知って、秋・冬の乾燥期をのりこえる‼

◇開 催 日　 9月 1日㈫
◇時 間　19：00～20：30
◇場 所　視聴覚室
◇定 員　10名
◇参 加 費　無料
◆申込み期間　 8月 5日㈬～
 8 月17日㈪　　　　　　　　　　　　　 　 　

　　

夜講座

『初めての日食』
　ぼくは、日食を見に文化センターに行きました。
　日食は初めて見るのでどうやっておきるのだろうと思いま
した。日食が始まった時に太陽の下の部分が欠けていきまし
た。ぼくは、日食が太陽に月が重なっておきることを初めて
知ることができました。最大日食の時間や始まる時間などが
計算されていてすごいと思いました。
 坂の上小学校 5年　渡辺幹大　　　　　

『372年ぶりの特別な日食』
　私は、生まれて初めて「日食」というものを自分の目で見
ました。太陽がどんどんかけていくのを望遠鏡で見るのはと
ても楽しかったです。それに、今回の日食はすごく特別で、
夏至の日に日食になるということでした。それは、372年ぶ
りだと知って私はとても驚きました。天気が少し悪かったの
で、一番太陽がかける時には見えなかったけど日食を少しで
も見れてとてもうれしかったです。
 東小学校 6年　小山佳奈

6 ／21㈰ 『小諸市星空観望会』 の開催

今回は部分日食の観察をしました‼

『部分日食を観て』
　初めて部分日食を観ました。望遠鏡や日食メガネ
で欠けて見える部分が少しずつ変化していく様子に
感動しました。日常生活であまり空を見上げること
がなく、日食のことを知らなかったけれど、今回の
日食でとても興味を持ちました。2030年に全国各地
で部分日食が見られるようなので、10年後がとても
楽しみです。 坂の上小学校 6年　掛川美怜

次回　 8／12㈬　19：30～21：00
【場所】小諸高原美術館

ペルセウス座流星群と惑星の観察
ご参加お待ちしております♪

　　　　



小諸市公民館の休館日は祝日の翌日と年末年始です。開館時間は午前 9時です。
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　新型コロナウィルス感染予防のため中止しましたシニア教室ですが、

下記のように特別講座を 3回開催しますのでご参加ください。なお、感

染予防のため、来館前の検温、マスク着用、アルコール消毒（入口）、

3密回避等ご協力をお願いします。

　今後の感染状況により再度変更・中止することもあるかもしれません

が、その際には改めて館報等でお知らせいたします。

◇参加者　市内の60歳以上の方

◇参加費　無料（運営費はいただきません）

◆申込み　随時受付

小諸市文化センター　☎0267-23-8880

こもろシニア教室
特別講座

回 日　時 会　場 内　容／講　師

1 8 月28日㈮
9：30～11：50

小諸市文化会館
ホール

9：30～『小諸城デジタルアーカイブス』／運営委員長　牧野和人
10：30～『落　語』 ／林家さんぽ師匠

2 9 月17日㈭
9：30～11：50

小諸市文化会館
ホール

9：30～『地域における高齢者支援、コロナの時代の高齢者の健康』
／小諸市社会福祉協議会

11：00～『ＭＡＧＩＣ』 ／副運営委員長　甘利一造

3 10月 2 日㈮
9：30～11：30

乙女湖公園
雨天：乙女湖体育館

9：30～『忘れっぽくならないためのポールウォーキング』
／㈱キザキ　社長　木崎秀臣

【集　　　　合】 9：20　文化センター正面玄関前
【服装・持ち物】歩ける服装・靴・飲み物 ※要 事前申込み

小諸市文化会館を

作品展示・ロビーコンサート
にご利用ください

　小諸市文化会館では、「作品展示・ロビーコンサ
ート事業」を行なっています。市民の皆様に作品展
示や演奏の場所を提供することにより、様々な分野
の文化活動を支援するとともに、来館された方々に
芸術を鑑賞できる環境を整え、文化活動の活性化を
図ることを目的にしています。

【対 象】

・市内在住又は市内へ通学・通勤する者及び市民が参加しているサークル・団体

・小諸市公民館登録団体、小諸市文化協会加盟団体

【使 用 場 所】 作 品 展 示 ：玄関ホール（展示パネル 5枚使用可能）

ロビーコンサート ：玄関ホール又はホワイエ

【受 付】 ・使用日から前々月の初日午前 9時より、先着順に窓口のみで受付

・申請書提出をもって受付完了とする

【期間・時間】 作 品 展 示 ：展示可能時期は通年、展示期間は最長 2ヶ月

ロビーコンサート ：開催可能時期は 4月～11月の休館日を除く 9～21時まで

時間は最長 2時間

【そ の 他】 使用料は無料

※事業要項がありますので、詳しくはお問い合わせください。

 ▼お問い合わせ先　小諸市文化センター　TEL23-8880

予告　作品展示

展示期間
8 月 8 日㈯～ 9月11日㈮

【主催】日光鐵道写真倶楽部

海の見える
 鐵道写真展

～ 海と鐵道の美しい情景写真 ～
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内容に関する問い合わせは E-mail でも受付けています。 E-mail  bunka＠city.komoro.nagano.jp

　僕は千曲小学校のいいと思っていることがあります。それは、「みどりの
少年団」の活動があることです。みどりの少年団は、他の学校と触れ合えた
り、自然のことを間近で体験したりすることができます。
　みどりの少年団の一つ目の活動は、千曲小学校以外の友達と話し合いなが
ら、自然を楽しめることです。他の学校の友達と笹をみたり、笹茶を飲んだ
り、たくさんの植物を見たりしました。普段はあまり経験のできないことが
できてとても楽しかったです。
二つ目の活動では、森林の中に入って行き、地面に落ちている木で鉛筆の形

をしたストラップをつくりました。落ちている木を選び、
小刀で枝の先をけずり、その先をマーカーでぬることで
鉛筆の形を表しました。小刀を使ったことがなかったけ
ど、上手にできて楽しかったです。
　みどりの少年団の活動では、他の学校の人たちやクラ
スの友達と自然とたくさんふれ合うことができました。
とても楽しく思い出に残る経験になりました。これから
も、みどりの少年団の活動が続いていってほしいです。

　千曲小学校はとても人数が少ない学校です。だからこそ出来ることがたく
さんあります。
　一つ目は、全校でドッジボールや、イス取りゲームができるということで
す。全校で取り組むことができるので、学校全員と仲良くなることができる
のが、一つ目の良いところです。
　二つ目は、社会科見学で、警察署に行った時のことです。私たちは一クラ
スの人数もとても少ないので、全員が警察官の服を着させてもらえました。
また、消防署では、救急車に全員が乗せてもらえました。人数が多いと、全

員が体験することが難しいことも、人数が少ないおかげで全員が体験できることがあります。これも千曲小学校の
良さの一つです。
　三つ目は、全校でバイキング給食ができるということです。バイキング給食では、自分の好きな食べものを選ぶこ
とができます。また、ペアの子と一緒に給食を食べるので、全校児童がもっと仲良くなれます。少ない人数だからこ
そできるこのバイキング給
食も千曲小学校の良さです。
　私は、この三つのことを
書きましたが、他にも少な
い人数だからこそできるこ
とがたくさんあります。だ
から千曲小学校では全校が
関わる活動が多く、みんな
仲良くなることができます。
私はそんな千曲小学校がと
てもいい学校だと思ってい
ます。

『自然豊かな千曲小』  5 年　　清
しみず

水 晟
まさ と

慧

『千曲小学校のよさ』  5 年　　宮
みやざき

崎 茉
ま い の

衣乃

№314№314

千 曲 小 学 校

みどりの少年団　活動の様子

バイキング給食 警察署見学



小諸市公民館の休館日は祝日の翌日と年末年始です。開館時間は午前 9時です。
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人
公
と
な
る
花
で
す
。
青
空
と
白

い
雲
に
映
え
る
美
し
く
力
強
い
花

も
こ
の
時
期
に
見
頃
に
な
り
ま
す
。

　

毎
年
6
月
に
行
わ
れ
る
小
諸
市

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
際
に
は
、
夏

か
ら
秋
に
か
け
て
咲
く
花
木
が
配

布
さ
れ
ま
す
。
鶴
巻
区
で
は
今
年

も
区
民
総
出
で
花
壇
の
草
取
り
と

花
の
植
付
け
を
し
ま
し
た
。

　

花
壇
を
愛
で
な
が
ら
「
誰
が
世

話
を
し
て
い
る
の
」
と
の
つ
ぶ
や

き
を
、
度
々
耳
に
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
花
壇
で
お
見
受
け
し
た

神
津
敏
江
さ
ん
に
お
伺
い
し
た
と

こ
ろ
、「
特
に
何
も
。
草
を
取
り
、

水
を
や
っ
て
い
ま
す
。
花
壇
に
近

い
の
で
管
理
者
で
す
。」
と
の
お

答
え
。
常
に
見
守
っ
て
く
れ
る

人
々
の
お
蔭
で
、『
ミ
ニ
パ
ー
ク

つ
る
ま
き
』
の
花
は
、
美
し
く
咲

い
て
い
ま
す
。

編
集
委
員　
　

小
宮
山　

季

水
道
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

花
壇
の
主
人
公
は
、
季
節
に
連

れ
て
引
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
現

在
は
2
本
の
枝
垂
桜
で
、
16
年
前

小
諸
市
八
重
紅
枝
垂
保
存
会
の
仲

介
に
よ
り
、
鶴
巻
町
に
里
子
と
し

て
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
す
く
す
く

育
ち
、
今
や
高
さ
7
ｍ
、
幹
の
直

径
20
㎝
の
大
木
で
す
。
今
年
は
4

月
初
旬
か
ら
開
花
し
て
い
て
、
沢

山
の
小
花
を
付
け
た
枝
が
し
な
や

か
に
風
に
舞
う
姿
は
、
実
に
華
や

か
で
す
。
桜
と
同
じ
時
期
に
咲
く

水
仙
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
を
見

る
人
、
写
真
を
撮
る
人
、
車
の
ス

ピ
ー
ド
を
緩
め
て
通
る
人
等
、

『
ミ
ニ
パ
ー
ク
つ
る
ま
き
』の
周
囲

は
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
光
景
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
花
壇
が
接
す

る
大
道
路
の
両
側
に
は
、
さ
る
す

べ
り
が
植
え
ら
れ
て
い
て
夏
の
主

　

曽
根
宮
司
そ
し
て
お
二
人
の
禰

宜
の
中
山
様
方
に
は
、
五
穀
豊

穣
・
無
病
息
災
、
さ
ら
に
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息

を
強
く
祈
願
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
参
加
者
全
員
が
玉
串

奉
奠
を
行
い
ま
し
て
、
神
事
を
終

え
ま
し
た
。

　

ま
た
7
月
27
日
㈪
に
は
夏
の
例

大
祭
が
と
り
行
わ
れ
ま
す
が
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
も
ま

だ
ま
だ
油
断
で
き
な
い
状
況
に
あ

り
、
浅
間
山
の
噴
火
レ
ベ
ル
の
心

配
も
あ
り
、
大
変
残
念
で
す
が
自

粛
方
式
に
な
り
ま
す
。

　

来
年
こ
そ
は
、
大
勢
の
皆
さ
ん

に
ご
参
拝
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、

に
ぎ
や
か
な
例
大
祭
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

諸
区
大
室
神
社
氏
子
総
代
長

田
中　

英
夫

『
ミ
ニ
パ
ー
クつる

ま
き
』

│
鶴
巻
分
館 ̶

　

浅
間
山
を
背
に
し
て
、
荒
町
・

与
良
町
交
差
点
を
30
ｍ
程
下
る
と

鶴
巻
町
交
差
点
に
着
き
ま
す
。
そ

の
左
側
、
車
道
に
並
行
す
る
歩
道

に
沿
っ
て
、
鶴
巻
町
の
花
壇
『
ミ

ニ
パ
ー
ク
つ
る
ま
き
』
が
あ
り
ま

す
。
広
さ
は
5
坪
程
。
南
西
向
き

日
当
り
、
風
通
し
良
好
。
専
用
の

た
が
、
曽
根
宮
司
、
大
里
5
区
の

総
代
長
に
ご
相
談
い
た
し
ま
し
て

結
果
的
に
は
、
大
里
5
区
の
区
長

氏
子
総
代
、
祭
事
係
、
そ
し
て
小

諸
市
消
防
団
第
3
分
団
の
皆
さ
ん

の
み
で
の
神
事
参
拝
と
い
た
し
ま

し
た
。

　

例
年
の
よ
う
に
、
小
諸
市
長
、

県
議
、
市
議
会
議
員
な
ど
個
人
や

多
く
の
団
体
の
方
々
に
苦
渋
の
選

択
を
い
た
し
ま
し
て
、
参
拝
の
ご

案
内
が
で
き
ず
、
少
人
数
で
の
春

の
例
大
祭
で
し
た
。

　

当
日
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
登

山
・
下
山
・
神
殿
前
で
の
間
隔
を

あ
け
る
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
す

る
、
ま
た
参
加
者
名
簿
の
提
出
な

ど
、
細
か
な
お
願
い
を
し
て
の
例

大
祭
で
し
た
。

『
高
峯
山
神
社
の

春
の
例
大
祭
』

│
諸
分
館 ̶

　

新
緑
が
深
ま
り
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の

花
も
咲
き
始
め
た
5
月
27
日
㈬
大

里
地
区
で
長
い
年
月
に
わ
た
り
、

信
仰
さ
れ
て
き
た
「
高
峯
山
神
社

の
春
の
例
大
祭
」
が
、
好
天
に
恵

ま
れ
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
世

の
中
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
・
自
粛
と
な
る
た
め
、
当
番
区

の
諸
区
と
し
て
も
春
の
例
大
祭
を

ど
う
す
る
か
、
非
常
に
悩
み
ま
し

高峯山神社

神事参拝の様子

枝垂桜

近所の神津さん
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内容に関する問い合わせは E-mail でも受付けています。 E-mail  bunka＠city.komoro.nagano.jp内容に関する問い合わせは E-mail でも受付けています。 E-mail  bunka＠city.komoro.nagano.jp

　

生
馬
に
と
っ
て
藤
村
は
少
年
時
代
か
ら

の
敬
愛
の
対
象
で
あ
っ
た
。
藤
村
に
直
に

接
し
た
小
諸
時
代
以
来
、
作
品
の
み
な
ら

ず
藤
村
の
人
に
も
魅
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
終

生
変
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
の
油
彩

画
も
藤
村
と
生
馬
の
友
情
を
物
語
る
も
の

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

◀
藤
村
旧
居
跡
に
建
つ
「
藤
村
舊き

ゅ
う

栖せ
い

地ち

」

の
碑
も
有
島
生
馬
の
揮き

毫ご
う

で
あ
る
。

藤
村
記
念
館

『
着
物
姿
の
島
崎
藤
村
』

ル
に
人
物
画
を
多
く
描
い
て
い
ま
す
。
こ

の
絵
は
そ
の
中
の
1
枚
で
す
。

　
「
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
ブ
ラ
ウ
ス
を
着
て
」

と
い
う
題
の
こ
の
絵
は
、
描
写
の
美
し
さ

に
加
え
て
、
絵
を
見
る
人
と
モ
デ
ル
の
内

面
と
が
響
き
合
う
よ
う
な
心
理
効
果
が
特

徴
で
す
。
絵
と
鑑
賞
者
と
の
対
話
は
小
山

敬
三
の
す
べ
て
の
作
品
に
共
通
す
る
も
の

で
、
数
多
く
の
ス
ケ
ッ
チ
、
習
作
、
下
絵

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
周
到
な
準
備
の
結
果
生
み
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
来
館
い
た
だ
き
、
実
物
の
目
を

見
張
る
よ
う
な
手
や
髪
の
表
現
と
、
吸
い

込
ま
れ
る
よ
う
な
力
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
山
敬
三
美
術
館

―
小
山
敬
三
の
人
物
画
―

『
ブ
ル
ー
ズ
・
ド
・
ブ
ル
ガ
リ
ィ
』

　

小
山
敬
三
画
伯
の
息
女
、
蓉
子
（
よ
う

こ
）
さ
ん
を
描
い
た
も
の
で
、
当
館
で
最

も
人
気
の
作
品
で
す
。

　

こ
の
絵
は
、
故
あ
っ
て
か
つ
て
の
首
相

の
所
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
官
邸
に
掛

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
画
伯
が
昭
和
50
年

に
私
財
を
投
じ
て
美
術
館
を
小
諸
市
に
寄

付
し
た
際
、
画
伯
の
希
望
で
浅
間
山
の
絵

と
交
換
し
て
い
た
だ
き
、
他
の
作
品
と
共

に
美
術
館
に
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
間
も
な
い
1
9
4
6
年
、
画
伯
は

浅
間
山
を
描
く
た
め
に
軽
井
沢
に
山
荘
を

構
え
ま
す
が
、
ま
だ
取
材
旅
行
が
ま
ま
な

ら
な
い
時
期
、
身
近
な
人
や
知
人
を
モ
デ

　

有
島
生
馬
の
作
で
あ
る
。
1
9
1
2
年

（
大
正
元
年
）
8
月
の
サ
イ
ン
が
あ
る
こ

と
か
ら
藤
村
41
歳
こ
ろ
の
姿
と
考
え
ら
れ

る
。
背
景
は
墨
田
川
の
水
面
で
あ
る
。

　

藤
村
の
第
一
詩
集
『
若
菜
集
』
が
刊
行

さ
れ
た
の
は
生
馬
が
学
習
院
中
等
科
在
学

中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
藤
村
よ
り
10
歳
若

い
生
馬
は
、
こ
の
1
冊
の
詩
集
の
耽
読
か

ら
始
ま
っ
て
、
藤
村
の
人
と
文
学
に
深
く

親
炙
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

生
馬
が
藤
村
に
会
い
、
親
し
く
話
し
合

っ
た
の
は
、
明
治
36
年
の
晩
秋
、
小
諸
馬

場
裏
に
住
む
藤
村
を
訪
ね
た
時
か
ら
で
あ

っ
た
。

　

昭
和
10
年
11
月
23
日
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ

ブ
が
結
成
さ
れ
、
藤
村
は
初
代
会
長
に
推

さ
れ
た
。
交
渉
に
来
た
生
馬
に
、
藤
村
は

生
馬
が
副
会
長
に
な
る
こ
と
を
条
件
に
引

き
受
け
た
と
い
う
。
こ
の
3
日
前
に
『
夜

明
け
前
』
完
成
祝
賀
会
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
時
の
司
会
も
生
馬
で
あ
っ
た
。

【開館時間】　 9：00～17：00
　　　　　　※12～ 3 月は 9：00～16：00
【休 館 日】　12月29日～ 1月 3日
　　　　　　※12～ 3 月第 2週まで毎週水曜日
小山敬三美術館　☎0267-22-3428

【開館時間】　 9：00～17：00
　　　　　　※12～ 3 月は 9：00～16：30
【休 館 日】　12月29日～ 1月 3日
　　　　　　※12～ 3 月第 2週まで毎週水曜日
藤村記念館　☎0267-22-1130

み
ん
な
の
宝
物

　

こ
の『
み
ん
な
の
宝
物
』は
、
文

化
財
・
生
涯
学
習
課
関
連
施
設
の

所
蔵
品
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
所
蔵
品
に
関
す
る
話
、
所
蔵

品
の
秘
話
、
所
蔵
さ
れ
る
に
至
っ

た
経
緯
な
ど
、「
実
は
こ
ん
な
話

が
…
」
と
言
い
た
い
け
れ
ど
、
普

段
は
説
明
す
る
機
会
が
少
な
い
こ

と
か
ら
施
設
の
館
長
や
学
芸
員
に

作
品
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。



小諸市公民館の休館日は祝日の翌日と年末年始です。開館時間は午前 9時です。
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【公民館・こもろ女性の家】 令和 2年10月利用予約 8月 3日㈪
（貸出備品含む）
【乙女湖体育館】 令和 3年 2月利用予約 8月 3日㈪
【文 化 会 館】 令和 3年 8月利用予約 8月 4日㈫

受付開始日

期日 開演 イベント名 主催者 問い合わせ先

28日㈮ 9：30 特別講座 こもろシニア教室 0267-23-8880

88 月　小諸市文化会館スケジュール月　小諸市文化会館スケジュール

第33回小諸市短詩型文学祭 作品募集

■文学祭日時 令和 2 年12月12日㈯　13：00～16：00
■内 容 入選作品の表彰式及び分科会

■会 場 小諸市文化センター 

―投稿規定―

①投 稿 作 品：短歌部門　 2首／俳句部門　 3句／川柳部門　 3句

②投 稿 資 格：小諸市及び東信地区に在住する方／東信の事業所に勤務する方／東信地区で活動する各部門団体／小中学生及び高校生

③応 募 用 紙：所定の応募用紙（コピーでも可）を使用し、住所・氏名・電話番号を記入する。（雅号の場合も本名を書く）

楷書で書き、必要箇所にはふりがなをつける。（用紙は文化センター・文協所属結社にあります）

④投 稿 料： 1部門 1組につき1,000円（各部門とも 1人 1組まで）※小中高生及び介護施設からの投稿は無料

★投稿者には作品集を配布します。

―投稿方法―

①投稿締切日：令和 2年 9月18日㈮
②投稿料納入：作品に投稿料を添えて事務局に提出又は、郵便小為替を添えて郵送

― 小諸市文化協会より ―

33回目を迎える小諸市短詩型文学祭について、
本年も下記要領で作品募集を行います。

▼投稿先及び問い合わせ先

小諸市文化協会事務局（小諸市文化センター内）
〒384-0801　長野県小諸市甲1275番地 2　TEL 0267-23-8880　／　FAX 0267-25-2224

▼当日都合の悪い方は　国際ソロプチミスト小諸 牧野0267-22-5013
松葉0267-22-4665 へご連絡ください。

※今後、コンサートは新型コロナウイルス感染拡大が落ち着き次第開催予定です。

「秋川雅史 コンサート」
チケット代金払い戻しのお知らせ
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、延期になりご迷惑をおかけしました。
チケット代金払い戻しを下記の日程で行います。

日時 令和 2 年 8 月 2 日㈰～ 5 日㈬ 14：00～18：00
場所 荒町館 1階

（八十二銀 行小諸支店様駐車場隣り・ミノヤ陶器店様隣り）

主催：国際ソロプチミスト小諸／小諸市文化会館


